
令和７年 10 月 31 日 

社会福祉法人国立保育会 

上井草保育園 
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 運動会、たくさんのご参加ありがとうございました。運動会を終えて、子どもたちの顔が少したくましくなっ

たような気がします。これからも行事を重ね、一緒に成長を見守りたいと思います。 

これから本格的な冬を迎えます。子どもたちは、この時期しか味わえない「晩秋の空気」を肌で感じ取ってほ

しいと思います。草木の色や風のにおい、水の冷たさなど実感してほしいと思います。 

 この度、上井草保育園の園長代理を務めさせていただくことになりました中島千江美と申します。まだ至らな

い点も多いかと思いますが、子どもたちが安全と笑顔で過ごせる園づくりを職員一同力合わせて進めてまいりま

すので、保護者の皆さま、引き続きご理解ご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月園だより 

理念「かけがえのない命をはぐくむ場」 

11月の行事予定 

２日 太陽光発電設置工事（玄関パネル設置） 

５日 運動会ごっこ（２歳） 

７日 すみれ組遠足（３歳） 

11 日 三谷小学校交流（５歳児クラス）・防犯訓練 

12 日 バス遠足（５歳児クラス） 

17・19 日 農芸高校の方が「読み聞かせ」当園で行っていただきます（幼児クラス） 

18 日 避難訓練・消火訓練 

21・25・26・28 日 「ふれあい体験」（4・5 歳児クラス） 

ふれあい体験とは、井草中学に訪問し、「読み聞かせ」を生徒さんが行っていただけます 

13・27 日 体育指導（４・５歳児クラス） 

６・20 日 布団乾燥 

 

「すくわくプログラム」とは、東京都が

推進する、乳幼児の「すくすく育つ」と

「わくわく探究する」力をはぐくむた

めの幼保共通プログラムです。 

上井草保育園のテーマが「水と光」で活

動をしています。詳細はホームページ

で掲載しておりますのでご覧くださ

い。 

 

上井草保育園の第三者委員の紹介 

 

今まで第三者委員を引き受けてく

ださった「松淵昴氏」がご退任いたし

ます。大変お世話になり、ありがとう

ございました。 

10 月より「田邉敏幸氏」が新しく引

き受けてくださいましたのでご紹介

させていただきます。保護者の声を受

け止め、園と協力しながらより良い保

育環境づくりをサポート下さいます。 

お気軽にご相談ください。 

 



 

保護者の皆さまに大切なお願い 

玄関ドアを出る時は、必ずお子さまと一緒に！ 

★「鍵、解錠ボタンは大人だけ」 

  大人の行動を子どもはよく観察しています。そして真似をします。 

鍵、解錠ボタンは子どもには触れさせないでください。 

★「安全はお互いさま」 

 玄関ドアを開け閉めする際、子どもだけが園から出ていく姿を見かけたら、知らない子でも必ず

呼び止めて、園にいる保護者、職員に声をおかけください。 

★「朝は必ず声をかけて」 

お急ぎでも、必ず職員に声をかけてお子さまをお預けください。 

お子さまのご家庭の様子を把握するため、お預けまでにお時間をいただくことがありますが、お

子さまを大切にお預かりするためですのでご承知おきください。 

＊ORG の配布＊ 

本年度も、保護者の皆さまを対象にアンケートを配布・回収にご協力を賜りたくお願い申し上げ

ます。お忙しいところ誠に恐縮ですが、当園のサービス向上と資質向上を目的としてアンケートを

実施いたしますのでご協力お願いいたします。 

 

 

 

 

職員おすすめ絵本を園内に紹介して

います。新しい本を少し購入し、読書

の秋にしようと思っております。お気

に入りの本が見つかるといいですね。 

秋から冬にかけた四季にちなみ歌「と

んぼのめがね」「まつぼっくり」「どん

ぐりころころ」「おべんとばこ」など季

節を感じながら過ごせていけたらと

思います。 

安全委員会について 

このたび、お子さまの安全を守るため、

取り組みとして「第１回安全委員会」を

11 月５日に開催いたします。 

概要については、園内外での事故防止、

災害時の対応、登降園の安全などについ

て意見交換を行ってまいります。第１回

については、保育士の配置と人数確認の

内容徹底を図ることをテーマに、マニュ

アルとチェックリストの見直ししながら

安全管理や保育活動をして参りますの

で、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

これから遠足や園外保育を実施してまいります。 

子ども自身の「やってみたい」という気持ちを尊

重し、小さいケガや失敗を通して「どうすれば安

全にできるか」を共に考え、子どもの成長価値を

上げていきたいと考えております。保護者さまと

情報を共有し、発達・成長を優先する保育をはぐ

くんでまいりますのでご理解のほど、お願い申し

上げます。 

 

 


